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国士舘を支えた人々
　　
は実に国士教育の缺乏に存す。
　　
（ 「祝辞（演説） 」 『大民』第五巻第三号、一九一九年
　　
  一二月）
　
右は国士舘において専門学校教授や評議員を務めた渡
邊
海かいきょく
旭
の言である。
　
一九一九（大正八）年一一月四日、東京世田谷の現在
地に校地を移転し、財団法人国士舘が発足し、国士館落成式および開学式が開催された。その際海旭が述べたのが、西洋文明の模倣で知識偏向の教育への危惧と、日本古来の精神教育を旨とする「国士教育」の重要性を説いた、この祝辞であった。　
渡邊海旭は様々な顔をもつ。浄土宗の僧侶でありなが
ら、教育界・社会事業などの各分野にも名を残す傑士で
渡邊　海旭
　　
現今の教育が大学より中小学に通し、普通と専門に
　　
亘りて、 幾多の缺陥あるは
藪（ママ）
ふべからざる事実とす。
　　
（中略）一言以て之を言へば頭脳手足ありて胴腹な
　　
き教育な 、而も其全体に亘りて最も憂ふべき通弊
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ある。また、かの国民的乳酸菌飲料「カルピス」 （カルシウムの「カル」に、サンスクリット語で醍醐味を表す「サルピス」をかけた語）を命名した人物であることは、一般に知られ ところである。海旭の思想・行動の根源には、自利を捨てて他利を先 為す大乗仏教の精神があり、 「
上じょうぐぼだい
求菩提
、下げ
化
衆生」 「浄仏国土、 成就衆生」の境地、
すなわち海旭の解釈でいえば世界そのものの改造を行うことで人々を救済するという、 広大な社会理想があった。この理想のもとに、海旭も当世の教育を案じ、 士舘教育を支えた恩 であった。　　
渡邊海旭は一八七二（明治五）年一月一五日、東京浅
草の田原町（現東京都台東区）に父渡辺啓蔵、母 奈の長男として生を受けた。幼名は芳蔵 号は 「壺月」 といった。父である啓蔵は東京小伝馬町 小間物屋の番頭をしていたが、日に日に生活は困窮し、芳蔵は九歳 ときに抜ばっちゃく
嫡
、萬照寺に入り尋常小学校へ通った。その後諸事情
により一時寺を出て博文館書店で働いている。一八八五（明治一八）年、萬照寺の住職と小石川の浄土宗源覚寺の住職
端はやまかいじょう
山海定
（浄土宗深川西光寺前住職） とが懇意だっ
たことから、 芳蔵は海定を師 出家、 得度し、 「海旭」となった。
　
一八八六（明治一九）年、海旭は一四歳のとき、檀家
の老婆の願いから『地蔵和讃』の注解を書き残した。それは、お布施包みの裏を用いた一二〇から一三〇枚綴りのもので、師僧海定が偶然発見し、海旭の才知が優れていることに驚き、翌一八八七（明治二〇）年、一五歳で浄土宗学東京支校（現芝中学校）に入学することとなる（ 『第四四回芝学園同窓会大会
　
渡邊海旭先生』冊子、芝
学園同窓会、二〇一一年参照） 。　
その後、一八八九（明治二二）年一七歳で浄土宗学本
校（現大正大学）に進学し、高等予科（九〇年に高等正科に改称） を経て、 高等本科 （九〇年に高等専門科と改称）に学び、卒業した。高等予科では宗余乗学・哲学・国語・漢文・英語・ラテン語・数学・地理・歴史・博物・理財学など、高等本科では倶舎・唯識・華厳・天台の専門分野を学んだ。海旭は大変な秀才で この在学中にドイツの研究者の文献をもとに独自の研鑚をつみ、教史 ・ 教義教式を網羅した「
西チベット
蔵
仏教一班」 （一八九五年）を発表
している。これは日本 おける西蔵仏教研究の先駆けであった。 （川西政明『武田泰淳伝』講談社、二〇〇五年参照。余談ではあるが、海旭は小説家武田泰淳の伯父にあたり、泰淳に多大なる影響を与えた されている 海旭は泰淳の自伝的小説『
快けらく
楽
』にも「海哲先生」として
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登場している。 ）　
一八九五（明治二八）年七月、成績が優秀だったため
卒業後は関東各県下浄土宗寺院連合第一教校教諭に任命され、 浄土宗門の機関誌『浄土教報』の主筆に就任する。翌一八九六（明治二九）年一月二五日には宗門より内地留学生に任命され、三年間比較宗教学を研究した。一八九八（明治三一）年四月二八日、師僧である海定が隠退したため、 跡を継いで西光寺の第一六世住職となるこのころから雅号の「壺月」を用いたとされている。　
一九〇〇 （明治三三） 年になると海旭に転機が訪れた。
浄土宗門より第一期海外留学生に じられ、ドイツへ留学することになったのである。ドイツはストラスブルク（現在はフランス国内）へわ り カイザー・ウィヘルム第二世大学でロイマン博士に師事することになった。日本近代文学館所蔵「渡辺海旭履歴書」に この大学で梵文学、宗教学、哲学諸科、天主教神 科を学んだことが記されている（前掲川西著書参照 。後に芝中学校の第二代校長となる萩原雲来も、このとき海旭とともに留学した。　
留学中の前半はサンスクリット語・チベット語・パー
リ語を研究し、 れを基礎 して比較宗教 を学んだ。
後半は各種学校の招きに応じ、仏教哲学・インド学を講義したり、学会に出席するなど、精力的に活動した。その間発表された論文は欧文八編におよび、 「 『普賢行願讃』諸本の比較研究」によってドクトル・フィロソフィーの学位を授与されている。この頃にな と社会活動にも熱心に参加し、ドイツの社会民主党から社会改良思想の洗礼を受け、ロシア革命党員と交流し、自由思想団に所属して活動した。　
留学中、海旭は一九〇一（明治三四）年『浄土教報』
に寄せた「日想観楼雑観」で、ヨーロッパでは宗教が貧富の調和者となっていることや、社会が健全な発育を遂げるためには、社会事業や慈善事業に眼を向ける必要があることを説いている（前掲芝学園同窓会冊子参照） 。　
その後、一九一〇（明治四三）年に帰国した。留学中
は大いに飲酒をして たが、 帰国後は一変、 「新戒律主義」を唱え、 「生涯不犯」 （独身主義）と「禁酒禁煙主義」を貫いた。　
帰国してからは、宗教大学（旧浄土宗学本校、現大正
大学）や東洋大学の教授を務め、 印度哲学、 欧米の仏教、仏教史学を講じ 一九一一（明治四四）年には仏教徒社会事業の先駆けとして東京深川に浄土宗労働共済設立する。 海旭はドイツへの留学経験から、 「慈悲」 キー
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らば講師として哲学、倫理、修身などの教鞭をとり、教育者としての役割も務め、また一九二六（大正一五）年に国士舘中学校初代校長であった長瀬鳳輔が逝去した際や先覚故人祭典が行われた際には、僧侶として葬儀の導師を務めるなど、多方面において尽力し 。同年 月三日、東京飛鳥山の渋沢栄一邸において行われた国士舘長老懇談会で、国士舘及びその教育について関係者が是非を評価した「國士館関係諸先生 御批評」 （渋沢史料館所蔵資料、なお全文は本誌一二七～ 三五頁掲載）が配布された。そのなか 海旭は「他では駄目、国士館に大学を作って明年くらいからしっかりやったなら、しっかりした人物も出来る」と、国士舘教育の堅実さを提言している。のち、同年一一月二五日に丸の内銀行倶楽部で行われた「国士舘大学創立委員相談会」でも国士舘評議員と 協力 、一九三二（昭和七）年 は財団法人国士舘理事にも任命されている　
晩年、海旭は一九三二（昭和七）年一〇月に設立され
た満洲国最初の高等教育機関である鏡泊 園の初代総長に就任した。しかし就任後間もなく インフルエンザに端を発して体調を崩し、 一九三三 （昭和八） 年一月二六日、住職を務めてい 西光寺にて遷化 た。享年六二 のち
ワードとする慈善事業でなく、 「共生」をキーワードとするセツルメント活動を推進し、日本に「社会事業」という言葉を定着させた（前掲川西著書参照） 。また同年九月には浄土宗立の芝中学校に第三代校長として就任、以後終生、西光寺住職と芝中学校校長の職にあった。　
海旭と国士舘とのつながりは、一九一三（大正二）年
頃に始まる。かねてより、海旭は「我国教育界の情勢が欧米の模倣教育に堕し、文部省等また形式完備 のみ
齷あく
齪せく
して日本人たる独自の教育を忘れ、教育の教育あつて
人間の教育なき」 （小林大巌編著『壺月和尚之面影 芝中学校長） 』参照）と嘆じており 芝中学校の卒業生であった柴田德次郎が国士舘を創立する際に協力したことがきっかけだった（芹川博通『渡辺海旭研究―その思想と行動』大東出版社、一九七八年参照） 。　
一九一七（大正六）年一一月に私塾国士館が創立する
と、臨時講師として思想問題を教授、二年後の一九一九（大正八）年に校地が世田谷へ移転し財団法人国士舘が設置されると、財団法人国士舘評議員に就任した。また同年、国士舘の前身である青年大民団が大民倶楽部を設置すると、社会事業の先駆者として海旭はこれにも参加し、後年その評議員も務めてい 。その間、講習会とあ
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に正六位、大僧正を追贈された。　
海旭の遺体は、ドイツ留学中に同じ下宿で生活し、海
旭無二の親友であった京都大学医学博士の足立文太郎との約定により、氏の手によって東京帝国大学医学部において解剖された。脳は東京大学医学部に現在も保存されているそうである。　
海旭は吃音症であったが、彼と接した人々はみなその
大らかな性格・人柄に惹かれたと言われている。芝中学校で海旭に親炙した増谷文雄は「僧服をまとうては仏教界の大道師であり、僧服を脱しては純乎として純な 江戸っ子の代表者であり、また熱情に富める有志家気質の持ち主であり、愛国の至情もゆ がごとき典型的 士」と評している（前掲川西著書参照） 。また、国士舘でも共に運営に携わった徳富猪一郎（蘇峰）は『東京日日新聞』一九三三（昭和八）年一月二八日付夕刊 「現代的仏者渡邊海旭師を弔す」との哀悼文で、 「師は単 学校の教育家たるばかりでなく、大なる意味に於 、広き意味に於ての教育家であつた。別語もて云へば社会改善家であつた」とその死を悼み、さらにインド独立運動家で同時期に国士舘講師を務めたラス ・ ビハリ ・ ボースは 坊さんは世にざらにある。衣 着たら坊さんになれるも
と云う考が沢山ある。心の坊さん、知識的にも信仰的にも行為的にも、ほんとうの坊さんは先生のみであったと思う。先生は単なる仏教徒のみならず、熱心なる愛国者であり、人道主義者であったと断言して憚らない」 （前田和男『紫雲の人、渡辺海旭―壺中に月を求めて』ポット出版、二〇一一年参照）と評価している。　
海旭は病に伏してもなお、病体をおして教育者・宗教
家として職務を続けていたという。　『芝学園百年史』 （芝学園、二〇〇六年）には　　　
（
昭和八年元旦の朝―筆者注）起きたときから悪
　　　
感に身ぶるいし、顔色がひどく悪かっ ので、
　　　
門下生が外出を思いとどまらせようとして、い
　　　
ろいろ諫めたが、
　　　
「
校長として元旦に欠席しては新正月の儀式
　　　
の意義をなくするし、また一年中、生徒の
　　　
意気が挙がらない」
　　　
といって、頑として聞き入れなかった。
　
というエピソードが掲載されている。
　
葬儀は芝の増上寺大殿にておごそかに執り行われた。
学界・宗教界・教育界・社会事業など各界多方面において活躍した海旭は、惜しまれながら芝中学校生や関係者
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など約八千人に見送られた。今は歴代の住職とともに、西光寺の墓に眠っている。　「明治の文明は、大体模倣の文明であつたが、大正は宜しく独創の文明と発展せねばならぬのだ」 （ 「大正の新理想」 『大民』第三巻第二号、一九一八年二月）と広大な社会理想に燃えた渡邊海旭も、物質文明に偏重し精神を忘却している教育に危惧を唱え、国士館教育に賭けてその支援に全力を注いだ国士教育の先導者・功労者であった。
